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1．この本の出版経緯
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中国語敬語表現の歴史と現状―マクロ的通時論の考察―（彭国躍）
電子メディアを介した日英の配慮言語行動―謝罪への応答を手がかりに―（三宅和
子）
日米の実際の談話に見られる人を指す身ぶりと配慮との関係（ポリー・ザトラウス
キー）
3．この本の内容
この本に収められている論文は，原理的な論考から具体的な分析まで多様であり，扱って
いる言語も日本語だけではなく，英語や韓国語，中国語などもあり，多様である。その中か
ら，ここでは 3つの論文を取り上げ，簡単に内容を紹介する。
高山論文では，現代語の「すみませんが」のような前置き表現について，その萌芽は中世
語に見られ，近世，近代において多様化してきたことが述べられている。その背景として，
近代語において文頭領域のモダリティが発達したという文構造の変化が指摘されている。ま
た，そのような文構造の変化は，身分・階層が固定されていた古代社会からそれが崩れた近
代社会へという社会構造の変化によって引き起こされたという考えが示されている。
野田論文では，日本語非母語話者が配慮したつもりで書いたり話したりしたのに，相手に
よい印象を与えない可能性がある言語表現・言語行動を分類し，実例を示している。たとえ
ば，本人にそれほど大きな過失があるとは思えない状況で「D（人名，姓）様と B（人名，姓）
先生のご期待を裏切り、いま自責の念と申し訳なさに、胸が潰れる思いです。」といった大
げさだと思われる可能性がある表現を使ったメールを送ろうとした例があげられている。
ザトラウスキー論文では，手による身ぶりで配慮を表す言語行動について日本語と英語を
比較しながら分析している。日本語では，たとえば，名前を言う代わりに相手を指すために
手による身ぶりを使う場合があるが，その方法は間接的で押しつけがましくないため，配慮
を表すとしている。英語では，たとえば代名詞・名詞を使って相手を指しているのに，相手
を指すような手による身ぶりを使う場合があるが，それは，情報要求など，相手に働きかけ
るための配慮であるとしている。
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